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『広報かのや』は市ホームページからもご覧になれます。 鹿屋市ホームページ  http://www.e-kanoya.net/

市税は納期内に納め
ましょう!!

【問い合わせ】
　鹿屋市役所（代表）
　☎ 0994-43-2111

○固定資産税    （第１期）
○都市計画税    （第１期）
○軽自動車税
【市税務課　内線 3112】
の納期限は

  ６月１日（月）
※軽自動車税の口座振替日は、
　５月25日（月）となります。

　その美しさと香りに誘われ多くの人が訪れる「かのやばら園」の「ばら」。錦
江湾に面し、自然の恵みをたたえる鹿屋の豊かな「海」。鹿屋が誇るこの２つの
地域資源をあなたが感じるままに写真で表現してください。
　あなたの「ばら」、あなたの「海」をお待ちしています。
　今年は初心者向けの「チャレンジ部門」を新設します !

【問い合わせ】〒 893-8501　鹿屋市共栄町 20番１号
　　　　　　　市観光振興課内「かのや『ばら』と『海』フォトコンテスト係」
　　　　　　　☎ 0994-31-1121

▲ばら部門 2008 グランプリ「夢見る乙女達」 ▲海部門 2008 グランプリ「蒼き海」

かのや「ばら」と「海」
フォトコンテスト2009

一般部門 チャレンジ部門

テ ー マ
●ばらの部＝ かのやばら園（霧島ヶ丘公園内含む）の「ばら」の魅

力を表現している作品
●海 の 部＝市内の「海」の魅力を表現している作品

応募資格
どなたでも参加できます。 過去に入賞歴のない人

※応募はいずれかの部門一方のみとします。
応募点数 各部一人３点まで 各部一人３点まで
作品規格 四つ切又はワイド四つ切 ２Ｌサイズ以下
撮影期間 平成 20年８月１日～平成 21年７月 31日
応募条件 上記期間に撮影され、未発表及び発表予定のないものに限ります。
応募期間 ７月１日（水）～ 31日（金）※消印有効

審 査 員 浅井 愼平 氏 ばらを活かしたまちづくり
計画推進委員会

発 表 ９月中旬～下旬　※入賞者に直接通知します。

賞

グランプリ
　　　　各部１点　　100,000 円
準グランプリ
　　　　各部２点　      50,000 円
特選　　両部で 20点　10,000 円

入選
　両部で 10点　5,000 円

5/245/24 日） ） 1010：：00～00～
浅井愼平と撮ろう！
「「 」フォトコンテスト」フォトコンテスト
　　　　　　　　　　　　写真撮影会
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●講座時間　　午前＝ 9:00 ～ 12:00　　午後＝ 13:30 ～ 16:30　　夜間＝ 18:30 ～ 21:30
●定　　員　　各コース 24人（No１・20＝定員なし、No７＝ 12人、No８＝ 10人）
　　　　　　　※定員に満たない場合は、講座を中止することがあります。
●応募方法　　来所、ハガキ又はＦＡＸでご応募ください。
【問い合わせ・応募先】
　〒 893-0009　鹿屋市大手町 1-1　リナシティかのや情報プラザ　☎ 0994-35-1002　FAX 0994-43-0744

№ 講座名（時間） 日時 内容 応募期限 料金

1 自主学習の広場（午前・午後・夜間）

６／７（日）
・14（日）
・21（日）
・28（日）

操作の分からないことや各講座の復習した
いことが質問できます。
※パソコンの持込可

通常は、30分
500円です。
ぜひ、ご利用
ください。

100 円
（１時間）

2 パソコン入門講座（午後）
６／１（月）
～３（水）

電源の入れ方や文字入力等、パソコンの基
本操作を初歩から学習します。 ５／ 18（月） 1,000 円

（３時間×３日）

3 パソコン入門講座（夜間）
６／１（月）
～３（水）

電源の入れ方や文字入力等、パソコンの基
本操作を初歩から学習します。 ５／ 18（月） 1,000 円

（３時間×３日）

4 ワード初級講座（午前）
６／３（水）
～５（金）

ワードの基本操作である文字入力、編集、
印刷などを学習します。 ５／ 20（水） 1,000 円

（３時間×３日）

5 エクセル初級講座（夜間）
６／４（木）
～６（土）

はじめてエクセルを使う人でも安心して学
べる基礎講座です。 ５／ 21（木） 1,000 円

（３時間×３日）

6 パソコン入門１日講座（午前及び午後） ６／６（土）
電源の入れ方や文字入力等、パソコンの基
本操作を初歩から学習します。 ５／ 23（土） 1,000 円

（６時間×１日）

7 Vista パソコン入門講座（午後）
６／８（月）
～ 10（水）

Vista での基本操作を初歩から学習します。
※パソコンの持込可 ５／ 25（月） 2,500 円

（３時間×３日）

8 簿記の直前対策講座（夜間）
６／８（月）
～９（火）

日商簿記 3級試験に向けての傾向と対策に
ついて学習します。 ５／ 25（月） 3,000 円

（３時間×２日）

9 エクセル初級講座（午前）
６／９（火）
～ 11（木）

はじめてエクセルを使う人でも安心して学
べる基礎講座です。 ５／ 26（火） 1,000 円

（３時間×３日）

10 インターネット・電子メール初級講座（午後）
６／ 11（木）
～ 13（土）

はじめてインターネットの世界に触れる人
でも安心して初歩から学べます。また、メー
ルの送受信の基本を学習します。

５／ 28（木） 1,000 円
（３時間×３日）

11 エクセル中級講座（夜間）
６／ 11（木）
～ 13（土）

エクセルの帳票作成と便利な機能を学習し
ます。 ５／ 28（木） 1,000 円

（３時間×３日）

12 ワード中級講座（午前）
６／ 17（水）
～ 19（金）

クリップアート、ワードアートなど表現力
をアップする機能を学習します。 ６／３（水） 1,000 円

（３時間×３日）

13 エクセル活用関数講座（夜間）
６／ 17（水）
～ 19（金）

エクセルの表現力をアップする関数を使っ
た住所録、納品書の作成方法を学習します。６／３（水）

1,500 円
（３時間×３日）

14 エクセル初級講座（夜間）
６／ 22（月）
～ 24（水）

はじめてエクセルを使う人でも安心して学
べる基礎講座です。 ６／８（月） 1,000 円

（３時間×３日）

15 エクセル中級講座（午前）
６／ 24（水）
～ 26（金）

エクセルの帳票作成と便利な機能を学習し
ます。 ６／ 10（水） 1,000 円

（３時間×３日）

16 ワード初級 1日講座（午前及び午後） ６／ 27（土）
ワードの基本操作である文字入力、編集、
印刷などを学習します。 ６／ 13（土） 1,000 円

（６時間×１日）

17 ワード活用表作成講座（午前）
６／29（月）
～７／１（水）

名簿、稟議書、いろいろな帳票の作成方法
を学習します。 ６／ 15（月） 1,500 円

（３時間×３日）

18 インターネット・電子メール応用講座（午後）
６／29（月）
～７／１（水）

ダウンロードの仕方、ファイルの添付、保
存を学習します。 ６／ 15（月） 1,500 円

（３時間×３日）

19 エクセル中級講座（夜間）
６／29（月）
～７／１（水）

エクセルの帳票作成と便利な機能を学習し
ます。 ６／ 15（月） 1,000 円

（３時間×３日）

20 弥生会計マスター講座（予約制） 予約制
会計ソフトの導入、操作方法から決算整理
までを学習します。簿記・経理が初めての
人でも可能です。

５／ 18（月） 30,000 円
（２時間×12回）

№ 講座名 期　間 開催日時 定員 内　容

1 手話奉仕員養成講習会（入門課程）

６月 11 日（木）
～平成22年1月14日（木）
（全 30 回）

毎週木曜日
13:30 ～ 15:30 50人

初心者向けの指文字や簡単な日常
会話などを学びます。

2 手話奉仕員養成講習会（基礎課程）

６月８日（月）
～平成22年2月15日（月）
（全 30 回）

毎週月曜日
19:00 ～ 21:00 50人

中級から上級者向けの手話の応用
について学びます。
※入門課程修了者が対象です。

3 点訳奉仕員養成講習会（パソコン点訳）

６月８日（月）
～ 11 月９日（月）
（全 20 回）

毎週月曜日
13:30 ～ 15:30 20人

文字や文章などを点字に直して伝
える方法を学びます。
※パソコンが必要です。

4 音声訳奉仕員養成講習会

６月 16 日（火）
～ 11 月 17 日（火）
（全 10 回）

毎月第１・３
火曜日
13:30 ～ 15:30

20人 文字や文章などを音声に直して伝
える方法を学びます。

5 要約筆記奉仕員養成講習会

６月９日（火）
～平成22年2月9日（火）
（全 16 回）

毎月第２・４
火曜日
13:30 ～ 15:30

20人
文章などの要点を取りまとめて伝
えるコミュニケーション手段につ
いて学びます。

平成 21年度ボランティア奉仕員養成講習会の受講者を募集
　鹿屋市社会福祉協議会では、視覚・聴覚に障害を持つ人の自立と社会参加活動の促進を目的としたボラン
ティア奉仕員養成講習会の受講者を募集します。

●場　　所　リナシティかのや２階情報研修室
●受  講  料　無料　※テキスト代が 1,000 円程度必要
●応募方法　 希望する講座名・氏名・ふりがな・性別・生年月日・年齢・住所・電話番号を、直接来館、ハ

ガキ、FAX又は Eメールでお知らせください。
●応募期限　５月 31日（日）
※定員になり次第締め切ります。

●講座日程等

【問い合わせ・応募先】〒 893-0009　鹿屋市大手町 1-1　リナシティかのや内　鹿屋市社会福祉協議会
　　　　　　　　　　  ☎ 0994-44-2277　FAX 0994-44-7757　E メール  volc@kanoyasyakyou.jp
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あなたの家は住宅用火災警報器を設置していますか？

●新築の住宅の場合
　平成 18年６月１日から設置が義務付けられています。
●既存の住宅の場合
　平成 23年５月 31日までに設置しなければなりません。
●設置義務のある場所
　寝室や寝室につながる階段です。
●購入するには
　住宅用火災警報器は、消防用設備等取扱店、電器店、ホー
ムセンターなどで販売しています。
※購入するときは、　　マーク（日本消防検定協会の鑑定
マーク）が付いているか確認しましょう。
　市役所や消防署が住宅用火災警報器を販売することはあ
りません。悪質な訪問販売にご注意ください。
●設置方法
　住宅用火災警報器は、天井中央付近につけます。壁から
60㎝以上離しましょう。

～消防法の改正により、住宅用火災警報器（煙感知器）の設置が義務付けられています～
　建物火災による死者を減らすために、消防法の一部改正
により、全国一律に一般の住宅に住宅用火災警報器（煙感
知器）の設置が義務付けられています。まだ住宅用火災警
報器を設置していない住宅は、早めの設置をお願いします。

【問い合わせ】大隅肝属地区消防組合消防本部予防課　☎ 0994-41-7183

●平屋建ての場合
　寝室として使用している部屋の数だ
け必要になります。

●２階建ての場合（例１）
　１～２階部分に寝室がある場合は、
寝室として使用している部屋の数に
加え、階段部分にも必要になります。

●２階建ての場合（例２）
　２階部分に寝室がない場合は、平屋
建ての場合と同じになります。

標準的な住宅の設置例
　　マークが住宅用火災警報器（煙感知器）
の設置場所です。
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流
協
会
で
は
、
中

国
に
関
心
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
鹿
屋
体
育
大
学
中
国
人
留

学
生
に
よ
る
サ
ロ
ン
を
毎
月
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

中
国
の
文
化
や
歴
史
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
毎
月
第
２･

４
日
曜

日
の
15
時
〜
17
時

●
場
所
＝
鹿
屋
体
育
大
学
講
義

棟
１
０
１
教
室

●
定
員
＝
30
人
程
度

●
参
加
費
＝
無
料

●
応
募
方
法
＝
電
話
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

鹿
屋
市
国
際
交
流
協
会
（
市

民
活
動
推
進
課
内
・
５
階
）

☎
０
９
９
４-

43-
２
１
１
１

内
線
３
５
９
４

平
成
　
年
度
遊
漁
船
業
務

主
任
者
講
習
会
の
参
加
者

を
募
集

●
対
象
者

①
新
た
に
遊
漁
船
業
務
に
従
事

す
る
人

②
既
に
遊
漁
船
業
務
に
従
事
し

て
い
る
人
で
平
成
21
年
度
中

に
有
効
期
間
が
満
了
す
る
人

●
講
習
会
開
催
日
程

○
１
回
目

　

日
時
＝
５
月
12
日
（
火
）　

13
時
〜
17
時

　

場
所
＝
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

○
２
回
目

　

日
時
＝
８
月
21
日
（
金
）　

13
時
〜
17
時

　

場
所
＝
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

○
３
回
目

　

日
時
＝
12
月
４
日
（
金
）　

13
時
〜
17
時

　

場
所
＝
県
庁

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

大
隅
地
域
振
興
局
林
務
水
産
課

☎
０
９
９
４-

43-

３
１
２
１

平
成
　
年
度
慰
霊
巡
拝
の

参
加
者
を
募
集

●
対
象
者
＝
戦
没
者
の
妻
・
父

母
・
子
・
兄
弟
姉
妹

●
慰
霊
巡
拝
地
（
実
施
時
期
）

○
中
国
東
北
地
区（
９
月
上
旬
）

○
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
（
９
月

中
旬
）

○
沿
海
地
方
（
10
月
上
旬
）

○
オ
レ
ン
ブ
ル
グ
州
・
ス
ベ
ル

ド
ロ
フ
ス
ク
州（
10
月
上
旬
）

○
北
ボ
ル
ネ
オ
（
10
月
中
旬
）

○
硫
黄
島
（
11
月
上
旬
・
３
月

上
旬
）

○
ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸

島
（
11
月
中
旬
）

○
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
１
月
中
旬
）

○
マ
リ
ア
ナ
諸
島（
２
月
上
旬
）

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ

家
庭
を
募
集　

　

香
港
や
マ
カ
オ
で
日
本
語
を

学
ん
で
い
る
大
学
生
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
家
庭
を
募

集
し
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
日
程

○
香
港
大
学
の
学
生
＝
６
月
20

日
（
土
）
〜
21
日
（
日
）　

○
マ
カ
オ
大
学
の
学
生
＝
７
月

11
日
（
土
）
〜
12
日
（
日
）

○
香
港
中
文
大
学
の
学
生
＝
８

月
１
日
（
土
）
〜
２
日
（
日
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
４-

45-

３
２
８
８

高
度
熟
練
技
能
者
認
定
の

申
請
者
を
募
集

　

県
職
業
能
力
開
発
協
会
で

は
、
高
度
熟
練
技
能
者
の
認
定

を
希
望
す
る
人
を
募
集
し
ま

す
。

●
対
象
者
＝
所
属
企
業
等
か
ら

の
推
薦
を
得
ら
れ
、
豊
富
な

実
務
経
験（
概
ね
20
年
以
上
）

を
有
す
る
人

●
対
象
業
種
（
職
種
）

①
一
般
機
械
器
具
製
造
関
係

（
機
械
加
工
、仕
上
げ
、溶
接
）

②
金
属
製
品
製
造
関
係
（
金
型

製
作
、
め
っ
き
、
板
金
）

③
鉄
鋼
・
非
鉄
金
属
製
造
関
係

（
鋳
造
、
鋳
造
用
模
型
製
作
）

④
精
密
機
械
器
具
製
造
関
係

（
機
械
加
工
、
仕
上
げ
）

⑤
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ
ム
製
品

製
造
関
係
（
金
型
製
作
）

⑥
輸
送
用
機
械
器
具
関
係
（
機

械
加
工
、
溶
接
）

※
自
動
車
製
造
関
係
を
除
く

⑦
プ
ラ
ン
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
関

係
（
仕
上
げ
、
製
缶
・
配
管
）

⑧
鉄
道
車
両
整
備
関
係（
点
検
、

整
備
）

●
申
請
期
限
＝
５
月
15
日（
金
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
０
９
９-

２
２
６-

３
２
４
０

●
応
募
期
限
＝
実
施
時
期
の
約

４
か
月
程
度
前

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
福
祉
政
策
課

（
１
階
⑲
番
窓
口
）

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
１
３

平
成
　
年
度
全
国
戦
没
者

追
悼
式
の
参
列
者
を
募
集

●
日
時
＝
８
月
15
日
（
土
）　

11
時
50
分
〜

●
場
所
＝
日
本
武
道
館

●
対
象
者
＝
戦
没
者
の
三
親
等

以
内
の
遺
族

●
旅
費
＝
一
部
補
助
が
あ
り
ま

す
。

●
応
募
期
限
＝
５
月
29
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
】

市
福
祉
政
策
課

（
１
階
⑲
番
窓
口
）

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
１
３

串
良
商
業
高
校
生
涯
学
習

県
民
大
学
講
座
の
受
講
生

を
募
集

〜
初
心
者
の
た
め
の

　
　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
講
座
〜

●
日
程
＝
６
月
９
日
（
火
）
〜

７
月
９
日
（
木
）
の
毎
週
火
・

木
曜
日

※
全
10
回
コ
ー
ス

●
時
間
＝
18
時
30
分
〜
20
時
30

分
●
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

　

作
、「
ワ
ー
ド
２
０
０
７
」

及
び「
エ
ク
セ
ル
２
０
０
７
」

の
入
門
・
応
用

●
場
所
＝
串
良
商
業
高
校
パ
ソ

コ
ン
室

●
対
象
者
＝
20
歳
以
上
の
人

●
定
員
＝
20
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

●
受
講
料
＝
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
１
，
０
０
０
円

が
必
要

●
応
募
方
法
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

氏
名
・
ふ
り
が
な
・
性
別
・

生
年
月
日
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
５
月
22
日（
金
）

※
必
着

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

〒
８
９
３-

１
６
０
３

鹿
屋
市
串
良
町
岡
崎

　
　
　

２
４
９
６
番
地
１

串
良
商
業
高
等
学
校
「
県
民

大
学
講
座
」
係

☎
０
９
９
４-

63-

２
５
３
３

21

21

21
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都
市
計
画
の
廃
止
に
伴
う

説
明
会
と
縦
覧
を
行
い
ま

す
　

市
で
は
、
打
馬
・
王
子
・
下

祓
川
土
地
区
画
整
理
事
業
と
、

こ
れ
に
関
連
す
る
都
市
計
画
道

路
の
廃
止
の
手
続
き
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
都
市
計
画
案
に
つ
い

て
、
説
明
会
と
縦
覧
を
行
い
ま

す
。

●
都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

①
種
類
＝
鹿
屋
都
市
計
画
土
地

区
画
整
理
事
業

　

名
称
＝
打
馬
・
王
子
・
下
祓

川
土
地
区
画
整
理
事
業

②
種
類
＝
鹿
屋
都
市
計
画
道
路

　

名
称
＝
合
庁
小
原
線
、
打
馬

中
通
線

●
説
明
会
の
日
時
及
び
場
所

　

日
時
＝
５
月
19
日
（
火
）　

19
時
〜

　

場
所
＝
打
馬
公
民
館

●
都
市
計
画
案
の
縦
覧
期
間
＝

６
月
8
日
（
月
）
〜
６
月
22

日
（
月
）
の
８
時
30
分
〜
17

時
※
土
・
日
を
除
く

●
縦
覧
場
所
＝
市
都
市
政
策
課

●
意
見
書
の
提
出
方
法
＝
住

所
・
氏
名
・
職
業
・
年
齢
・

意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由

を
具
体
的
に
記
入
の
う
え
、

鹿
屋
市
長
宛
て
で
、
市
都
市

政
策
課
ま
で
直
接
持
参
又
は

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限
＝
６
月
22
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

〒
８
９
３-

８
５
０
１

鹿
屋
市
共
栄
町
20
番
１
号

市
都
市
政
策
課
（
４
階
）

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
３
０

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

を
受
け
付
け
ま
す

●
障
害
者
に
対
す
る
減
免

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
等
を
お
持
ち
の
人
で
、
一
定

の
級
以
上
の
人
は
、
申
請
を
す

る
と
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
減
免
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
障
害
者

１
人
に
つ
き
１
台
で
、
普
通
自

動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
人
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

以
前
申
請
を
し
た
人
で
も
、
車

の
買
い
替
え
・
使
用
状
況
の
変

更
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
再
度

申
請
が
必
要
で
す
。

○
減
免
の
対
象
に
な
る
軽
自
動

車
①
一
定
の
級
以
上
の
障
害
者
本

人
が
運
転
す
る
、
障
害
者
本

人
名
義
の
軽
自
動
車
（
自
家

用
の
み
）

②
一
定
の
級
以
上
の
障
害
者
の

通
院
・
通
学
・
通
勤
の
た
め

に
、
生
計
を
同
一
に
す
る
人

又
は
障
害
者
を
常
時
介
護
す

る
人
が
運
転
す
る
、
障
害
者

本
人
名
義
の
軽
自
動
車
（
自

家
用
の
み
）

※
知
的
障
害
者
や
18
歳
未
満
の

身
体
障
害
者
と
生
計
を
同
一

に
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自

動
車
を
含
み
ま
す
。

○
減
免
の
対
象
と
な
る
障
害
の

程
度
＝
お
持
ち
の
障
害
者
手

帳
等
の
障
害
の
内
容
や
級
に

よ
っ
て
、
基
準
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
構
造
に
対
す
る
減
免

○
減
免
の
対
象
に
な
る
軽
自
動

車
＝
主
に
身
体
障
害
者
等
の

利
用
す
る
構
造
と
な
っ
て
い

る
軽
自
動
車
等
（
自
家
用
・

事
業
用
）

※
車
い
す
昇
降
装
置
や
固
定
装

置
、
浴
槽
の
あ
る
車

　

お
知
ら
せ

区　分 種　類 単　価 備　考

賃金 一般賃金（８時間）
5,100 円
※最低　

※賄いなし
※最低賃金が県最低賃金を下回った時は、
　県最低賃金の額と同一とする。
※県最低賃金＝時間額 627 円
（平成 20 年 10 月 18 日改定）

耕賃（10a 当り）
 

田

耕起のみ 5,000 円   
代かきのみ 7,000 円
耕起から代かき 14,000 円
機械田植え 7,000 円
耕起から田植え 20,000 円

畑

耕起のみ 4,000 円
深  耕 ( プラウ ) 5,000 円
プラソイラー 4,000 円
甘藷のツル切り 4,500 円

刈取（10a 当り） 水稲 6,500 円 ヒモ代込み

脱穀（10a 当り） 水稲
7,000 円 ハーベスター（ヒモ代込み）
14,000 円 コンバイン（刈り取りから脱穀まで）

籾乾燥 水稲 1,000 円 バインダー袋（１袋）

その他作業
（10a 当り）

うねたてのみ 4,500 円
うねたて、マルチ張り 8,500 円
うねたて、マルチ張り、同時消毒（テロン） 11,000 円

掘り取り

13,000 円 甘藷・澱粉用（ハーベスターによる）
12,000 円 馬鈴薯（ハーベスターによる）
6,000 円 甘藷（トラクターによる）
3,500 円 甘藷（耕耘機による）

種　類 単　価 備　考
牧草刈り取り（10a 当り） 3,000 円 デスクモアー
反転・集草（10a 当り） 1,000 円 １回ジャイロヘイメーカ
梱包（15kg 程度）（１個当り） 100 円 ヘイベーラ（ひも代込み）
梱包（ミニ）（１個当り） 150 円 ロールベーラ（ひも代込み）
梱包 90cm（１個当り） 1,000 円 ロールベーラ（ひも代込み）
梱包 100cm（１個当り） 1,500 円 ロールベーラ（ひも代込み）
梱包 120cm（１個当り） 2,500 円 ロールベーラ（ひも代込み）
ラッピング（ミニ）（１個当り） 200 円 ラッピングマシン（フィルム代込み）
ラッピング 90cm（１個当り） 1,000 円 ラッピングマシン（フィルム代込み）
ラッピング 100cm（１個当り） 1,500 円 ラッピングマシン（フィルム代込み）
ラッピング 120cm（１個当り） 2,500 円 ラッピングマシン（フィルム代込み）
コーン刈り取り（10a 当り） 8,000 円 コーンハーベスタ
コーン運搬詰め込み（10a 当り） 2,000 円 フォーレージワゴン
肥料散布（１袋当り） 100 円 ブロードカスタ・ライムソア
種子散布（10a 当り） 3,000 円 ブロードカスタ・コーンプランタ
薬剤散布（10a 当り） 2,000 円

【問い合わせ】
　市農業委員会事務局
　☎ 0994-31-1131

平成 21年度農作業標準賃金及び農作業料金について
●一般農作業

●牧草関係作業

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
平

成
21
年
度
軽
自
動
車
税
納
税

通
知
書
・
車
検
証
・
運
転
者

の
運
転
免
許
証
・
各
種
手
帳
・

印
鑑
・
生
計
同
一
証
明
書（
本

人
運
転
で
な
い
場
合
）

※
障
害
者
本
人
と
生
計
を
同
一

に
す
る
人
や
常
時
介
護
者
が

運
転
す
る
軽
自
動
車
を
申
請

す
る
場
合
は
「
生
計
同
一
証

明
書
」
が
必
要
で
す
。

※
生
計
同
一
証
明
書
は
、
市
福

祉
政
策
課（
１
階
⑲
番
窓
口)

又
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活

課
で
交
付
し
ま
す
。
交
付
に

は
、
通
院･

通
学･

通
勤
を
証

明
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

●
申
請
期
間
＝
納
税
通
知
書
が

届
い
て
か
ら
５
月
25
日（
月
）

ま
で
（
土
・
日
除
く
）　

※
申
請
期
限
後
の
受
付
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ･

申
請
先
】

市
税
務
課（
１
階
⑭
番
窓
口
）

☎
０
９
９
４-

43-

２
１
１
１

内
線
３
１
４
９

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

※この標準賃金は、法令や規
定によるものではなく、強
制力はありません。地域に
より高いところ、安いとこ
ろがありますので、この表
を参考に雇う人、雇われる
人が話し合って協定してく
ださい。

　市では、職員等の公平かつ公正な職務の遂行を図
り、市政に対する市民の信頼を確保するため、市の
業務等に関して法令違反などを知り得た場合の通
報窓口として、「公益通報窓口」を設置しています。
　通報者の秘密は守られますので、該当する違反行
為がありましたら、安心して通報してください。

●対象となる違反行為
①収賄、横領、背任、職権濫用、公文書偽造など
　（罰金や懲役等の刑罰が科される法律違反行為）
②その他職員等の職務に係る倫理に反する行為な
ど
※単なる苦情等は、公益通報になりません。

公益通報制度の流れ

通報者

公益通報窓口
市総務課　　弁護士

公益通報調査会
※事実調査を行います。

事実の場合、公正措置等を
実施します

▼

▼

▼

通報

公益通報窓口を設置しています

【公益通報窓口】
　市総務課（３階）   ☎ 0994-31-1127
　藤枝法律事務所　☎ 0994-43-8242
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す
。
ま
た
、
災
害
被
災
地
の
復

興
に
も
ま
だ
ま
だ
支
援
が
必
要

で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
毎
年
い
た

だ
く
支
援
金
に
よ
っ
て
こ
れ
ら

の
活
動
は
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
十
字
の
支
援
活
動
を
十
分

ご
理
解
い
た
だ
き
、
本
年
度
も

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

日
本
赤
十
字
社
鹿
屋
市
地
区

（
鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会

内
）

☎
０
９
９
４-

44-

２
２
７
７

九
州
電
力
か
ら
の
お
願
い

　

電
線
近
く
で
作
業
を
行
う
場

合
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
鯉
の
ぼ
り
を
立
て
る
と
き

は
、
電
線
か
ら
十
分
に
離
れ

て
、
電
線
に
触
れ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
電
線
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
自
分
で
取
ら
ず
に
、
す

ぐ
に
九
州
電
力
に
連
絡
を
し

て
く
だ
さ
い
。

○
ク
レ
ー
ン
作
業
等
を
行
う
場

に
応
じ
ま
す
。

●
相
談
日

　

市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
・
輝

北
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
＝
５

月
20
日
（
水
）

　

吾
平
保
健
セ
ン
タ
ー
＝
５
月

15
日
（
金
）

　

串
良
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
＝

５
月
11
日
（
月
）

●
時
間
＝
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
と
13
時
〜
15
時

※
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
は
９

時
か
ら
行
い
ま
す
。

●
内
容
＝
栄
養
、
運
動
、
休
養
、

歯
科
に
関
す
る
相
談
、
血
圧

測
定
、
尿
検
査

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
や
病

気
に
つ
い
て
、
相
談
員
や
保
健

師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時
＝
５
月
20
日
（
水
）
の

９
時
〜
11
時
30
分
と
13
時
〜

15
時

●
場
所
＝
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】　

市
健
康
増
進
課

☎
０
９
９
４-

41-

２
１
１
０

■
映
画
「
レ
ッ
ド
ク
リ
フ

　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ
」 

全
国
一
斉
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

　
　
　
　
　
　
　

現
在
上
映
中

●
上
映
時
間
（
１
４
４
分
）

　

平
日

　

①
13
時
〜　

②
16
時
〜

　

③
19
時
〜

　

土
・
日
・
祝
日

　

①
16
時
〜　

②
19
時
〜

※
５
月
11
日
（
月
）
以
降
は
、

次
の
上
映
時
間
に
な
り
ま

す
。

　

①
10
時
〜　

②
13
時
〜

　

③
16
時
〜　

④
19
時
〜

●
鑑
賞
料 

　

一
般　
　

＝
１
，
８
０
０
円

　

高
・
大
学
生

　
　
　
　
　

＝
１
，
５
０
０
円 

　

中
学
生
以
下

　
　
　
　
　

＝
１
，
０
０
０
円

　

60
歳
以
上
＝
１
，
０
０
０
円

※
上
映
時
間
、
鑑
賞
料
は
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】 

（
株
）
ま
ち
づ
く
り
鹿
屋

☎
０
９
９
４-

35-

１
０
０
１

「
か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
０

９
春
」
の
日
程
変
更
の
お

知
ら
せ

　

５
月
３
日
（
日
）
に
予
定
し

て
い
る
「
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｃ
Ｏ
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
」
の
時
間
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

変
更
前

５
月
３
日
（
日
）

　

11
時
30
分
〜
12
時
30
分

「
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｃ
Ｏ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」

　
変
更
後

５
月
３
日
（
日
）

　

10
時
40
分
〜
11
時
30
分

「
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｃ
Ｏ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」

【
問
い
合
わ
せ
】

か
の
や
ば
ら
祭
り
実
行
委
員
会

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
２
１

平
成
　
年
度
地
籍
調
査
を

実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
国
土
調
査
法
に
基

づ
き
地
籍
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

地
籍
調
査
と
は
、
地
権
者
立

会
い
の
も
と
土
地
の
境
界
を
確

認
し
測
量
を
行
い
、
現
況
に
即

し
た
正
確
な
図
面
を
作
成
し

て
、
法
務
局
の
登
記
簿
の
書
き

換
え
を
行
う
大
変
重
要
な
事
業

で
す
。

　

関
係
地
権
者
の
皆
さ
ん
に

は
、
説
明
会
及
び
境
界
立
会
い

の
案
内
文
書
を
送
付
し
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

●
平
成
21
年
度
の
調
査
地
区
＝

下
堀
町
・
横
山
町
・
打
馬
１

丁
目
・
打
馬
２
丁
目
・
輝
北

町
上
百
引
の
各
一
部

【
問
い
合
わ
せ
】

市
農
地
整
備
課
地
籍
調
査
推

進
室
（
２
階
）

☎
０
９
９
４-

43-

２
１
１
１

内
線
３
２
３
６

輝
北
総
合
支
所
産
業
振
興
課

☎
０
９
９-
４
８
６-

１
１
１
１

内
線
２
６
０
６

日
本
赤
十
字
社
社
員
増
強

運
動
に
ご
協
力
を

　

平
成
21
年
度
日
本
赤
十
字
社

社
員
増
強
運
動
（
社
資
募
集
）

が
５
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に

始
ま
り
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
博
愛
・

人
道
の
精
神
の
も
と
、
国
際
的

な
救
援
活
動
と
と
も
に
、
国
内

に
お
い
て
は
、災
害
救
護
活
動
、

血
液
事
業
、赤
十
字
講
習
会（
救

急
法
、
水
上
安
全
法
、
家
庭
看

護
法
、
幼
児
安
全
法
）
を
開
く

な
ど
、
日
常
の
く
ら
し
に
直
接

つ
な
が
っ
た
活
動
を
し
て
い
ま

鹿屋市自主文化事業

リ
ナ
シ
ア
タ
ー

映
画
情
報
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【問い合わせ】
　リナシティかのや芸術文化学習プラザ 
　指定管理者   ㈱まちづくり鹿屋
　☎ 0994-35-1001

合
は
、
付
近
の
状
況
を
よ
く

観
察
し
て
電
線
路
に
接
触
す

る
恐
れ
が
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

○
配
電
線
の
近
く
で
作
業
を
行

う
場
合
は
、
九
州
電
力
に
連

絡
し
て
建
設
用
防
護
管
を
取

り
付
け
る
な
ど
、
安
全
措
置

を
行
っ
た
後
に
作
業
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

○
電
線
路
近
く
で
の
作
業
は
専

任
の
監
視
者
を
設
け
、
単
独

作
業
を
行
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○
車
両
の
移
動
を
行
う
場
合

は
、
必
ず
ブ
ー
ム
の
収
納
を

行
う
ほ
か
、
ダ
ン
プ
カ
ー
等

に
つ
い
て
は
荷
台
の
下
げ
を

確
認
し
て
移
動
し
ま
し
ょ

う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

九
州
電
力
㈱
鹿
屋
営
業
所

☎
０
１
２
０-

９
８
６-

８
０
６

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知

ら
せ

一
般
健
康
相
談

　

自
分
や
家
族
の
健
康
に
関
す

る
こ
と
で
不
安
な
こ
と
に
つ
い

て
、
保
健
師
や
栄
養
士
が
相
談

月　　日 開設場所

６月 １日（月）

市中央公民館
コミュニティセンター吾平振興会館
串良ふれあいセンター
輝北総合福祉センター

７月 14 日（火）市中央公民館
８月 11 日（火）市中央公民館

８月 12 日（水）
コミュニティセンター吾平振興会館
串良ふれあいセンター

９月 11 日（金）輝北総合福祉センター
10 月 ９日（金）コミュニティセンター吾平振興会館
10 月 13 日（火）市中央公民館
11 月 12 日（木）市中央公民館

12月 １日（火）

市中央公民館
コミュニティセンター吾平振興会館
串良ふれあいセンター
輝北総合福祉センター

２月10 日（水）市成出張所
２月 25 日（木）市中央公民館
３月 11 日（木）市中央公民館

「特設無料人権相談所」開設のお知らせ
　法務局と鹿屋人権擁護委員協議会では、毎年「特設無料人権相談所」を開設しています。平成 21年度は、
下記のとおり開設を予定しています。家庭内の問題、財産、相続、多重債務、差別、いじめなどの問題でお
困りの人は、お気軽にご相談ください。相談は無料で秘密は固く守られます。

【問い合わせ】鹿児島地方法務局鹿屋支局　☎ 0994-43-6790

●日程　※開設時間＝ 10時～15時
委　員　名 住  　所 電話番号

西馬場　　孝 寿７丁目 0994-43-1829
箱　田　牧　子 田淵町 0994-48-2679
畠　野　勝　昭 西原２丁目 0994-43-5387
森　永　晃　治 輝北町市成 099-485-1583
本　村　ヤス子 串良町上小原 0994-63-4922
福　田　芳　子 寿４丁目 0994-43-2587
柿　元　洋　子 新生町 0994-43-2018
杉　本　五　男 吾平町上名 0994-58-7208
西　薗　美恵子 古里町 0994-46-5477
北　山　敏　子 串良町有里 0994-63-6907
渡　邉　正　人 下高隈町 0994-45-3222
小　倉　　均 串良町細山田 0994-62-3242

●人権擁護委員（平成21年4月1日現在）

　なお、法務局では、月曜日から金曜日まで祭
日を除く毎日、相談所を開設しています。詳し
くは、お問い合わせください。

日　時　５月 30日（土）   開場 14:30
　　　　　　　　　　  　 開演 15:00
場　所　リナシティかのやホール
入場料　大人 1,000 円　高校生以下 500 円

　

健　

康

2009年 鹿屋公演
ハイドン没後200年
鹿児島ハイドンフィルハーモニー
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海上自衛隊鹿屋航空基地開隊55周年記念

【問い合わせ】かのやイベント協議会　☎ 0994-42-6690　ホームページ　http://www.air-memo.com/

　今年の「エアーメモリアル in かのや」は、当初５月９日（土）・10日（日）に開催する予定でしたが、都合により日
程を変更したため、従来行っていたイベントが縮小（佐世保音楽隊演奏、航空学生ドリル演技等招へい不可能）するこ
とになりました。
　詳しくは、かのやイベント協議会までお問い合わせください。

お知らせ版　No.080

エアーメモリアル inかのや
AIR MEMORIAL in Kanoya

第15回

航空ショー
●日時　５月17日（日）　８時40分～
●場所　海上自衛隊鹿屋航空基地
●プログラム

時　間 内　容
7 :00 開門
8 :40 オープニングセレモニー

8 :44 ～ 9 :10 若鷲太鼓演奏
9 :30 ～ 10:00 DEEP BLUES 飛行展示
10:05 ～ 10:20 鹿屋基地　若鷲太鼓演奏
10:20 ～ 10:35 小学生　志布志ちりめん太鼓演奏
10:35 ～ 11:05 宮崎県　橘太鼓響座演奏
11:20 ～ 11:35 211 教空　OH-6 飛行展示
11:40 ～ 11:50 UH-60J 飛行展示
11:55 ～ 12:05 AH-1S 飛行展示
12:10 ～ 12:30 P-3C 飛行展示
12:30 ～ 12:40 小学生　志布志ちりめん太鼓演奏
12:40 ～ 12:50 若鷲太鼓演奏
12:55 ～ 13:25 DEEP BLUES 飛行展示
13:30 ～ 13:40 T-4 飛行展示
13:45 ～ 13:55 71 空　US-2 飛行展示
14:00 ～ 14:30 P-3C 飛行展示

体験搭乗

●日時　５月16日（土）
●場所　海上自衛隊鹿屋航空基地
※応募は終了しました。

地上イベント
　航空ショーのほかに、模擬店や花電車、戦車試乗、
フライトシミュレータ試乗、陸上海上自衛隊装備展
示、制服写真撮影会なども行われます。

留意事項
※各催し物は、天候等により変更・中止する場合があります。
※ごみは各自お持ち帰りください。
※基地内での飲酒はご遠慮ください。

航空ショー当日や事前訓練時の騒音等で市民の皆さんにご迷惑をおかけする場合がありますが、ご了承ください。

※安全のため、手荷物等の検査にご協力ください。
※喫煙所以外での喫煙は禁止です。特にエプロン地区や
格納庫地区では引火の恐れがあり大変危険です。


